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 資料紹介  

 

総務省『定住自立圏構想推進要綱』に至る 
経過について              

 

 

田 口 一 博 

 

 

 2008年12月26日、「定住自立圏構想推進要綱」が総務事務次官名で都道府県知事・政令

指定都市の長あてに通知された（  資料１  ）。定住自立圏とは、一部事務組合や広域連

合のような法律に基づく制度ではない。現時点では総務省の要綱に基づく仕組み・予算上

の措置であり、自治体議会の議決を経た定住自立圏形成協定の締結により作られるものと

されている。最初から法律を制定しないのは、先に要綱で運用を開始して問題を改善し、

その後、法制度化する必要ができたときにはしよう、という考えのもとであるからという。

これはあらかじめ制度から創設された一部事務組合や広域連合といった自治体間連合組織

が結果として活用されていないことの反省に基づくものという。 

 なお、2009年度当初からの定住自立圏構想推進要綱の施行により地方自治法上の制度で

ある一部事務組合等には影響はないが、要綱による「広域行政圏」「ふるさと市町村圏」

は2008年度末をもって廃止される。 

 

 

 1. これまでの経過 

 

 定住自立圏構想は2008年１月「定住自立圏構想研究会」の設置によって検討が始められ

た。同研究会は佐々木毅座長（学習院大学）のもと、11名の学識経験者と総務事務次官ほ

か、総務省・厚生労働省・農林水産省・国土交通省の７名の省庁関係者からなり、2008年

５月までに月２回のペースで計８回の会議を重ね、「定住自立圏構想研究会報告書～住み

たいまちで暮らせる日本を～」（本文22ページ、資料224ページ）を発表した。この内容

は2008年６月に閣議決定された「経済財政改革の基本方針2008」に取り込まれ、翌７月に

は先行実施団体の募集が行われた。10月には構想研究会が旧メンバーに経済産業省を加え
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て「定住自立圏構想の推進に関する懇談会」（  資料２  ）へ改組、そして12月の総務事

務次官通知となったものである。なお、先行実施団体は2009年１月までに24市、22圏域と

なっている（  資料３  ）。 

 

 

 2. 定住自立圏構想の概要 

 

 定住自立圏の適用範囲は、三大都市圏（埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県、岐阜県・

愛知県・三重県、京都府・大阪府・兵庫県・奈良県）の区域外か、三大都市圏の区域内で

は東京23区・区域内政令指定都市への通勤、通学者が全通勤・通学者の10％未満である市

町村とされている。 

 定住自立圏は圏域が先に定められるのではない。まず人口５万人程度以上で昼夜間人口

比率１以上の市が「中心市となる」旨の宣言を行うことが最初である。この宣言は、想定

される定住自立圏内で中心市が果たすべき都市機能（行政・民間を問わない）を周辺地域

に提供していくという意思表示をはじめ、どのような取り組みを行うか等について、公表

するものである。そして中心市と定住自立圏を作ろうとする近隣市町村が、宣言で示され

た機能のうちから人口定住のための生活機能の確保に向けて取り組むべきことを中心市と

１対１の協定を締結することで定住自立圏が成立する。なお、変更や廃止も１対１での協

定である。 

 定住自立圏形成協定を議決するためには、まず地方自治法96条２項に基づく議決事件追

加条例を制定し、議決事件として追加する必要がある。条例とする理由は、現在の定住自

立圏が要綱のみに基づく事務であり、協定が締結されれば総務省への送付のみで、認可や

指定という行為を伴わないため、法制度との結びつきをつくるためのものであるという。 

 通知に併せて財政措置が公表されている（  資料４  ）。その中心は特別交付税措置で

あるが、今後、基準財政需要額中に組み込まれていくのか、注目が必要であろう。 

 

 

 3. これから考えるべきこと 

 

 現在の合併特例法は2010年３月末に失効する。一部の小規模な自治体では「窓口事務団

体」、「二級町村」となることをおそれて今特例法期限までの合併の検討を急いでいると

自治総研通巻364号 2009年２月号



－ 70 － 

も聞く。地方制度調査会の議論はそれらを前提にしており、合併特例法による合併を選択

しなかった自治体は一般ルールとして地方自治法７条による市町村合併のほか、「ソフト

な合併」「極めて多様な形の自治体」としての定住自立圏をそこに見ている。 

 「議決事件の追加」条例制定例は第一次地方分権改革以来少しずつ増加しているが、町

村ではまだ２割（全国町村議会議長会2007年７月１日現在調査）に過ぎない。これを機会

として、まず、その自治体として議会の議決事件に追加すべき事項を精査することから始

めるべきであろう。 

 定住自立圏ではこれまでの広域市町村圏のように、あらかじめ圏域が定められることは

ない。また、中心市が一方的に宣言しても、周辺市町村が乗ってこなければ何も起きない。

圏域は１対１の協定が積み重なることで自然にあぶり出しのように形成されるものだし、

また、機能によって同じ市町村が異なる圏域が属することもある。平成の大合併でも１例

しかなかった府県境を越えた圏域の形成も既に先行組で現れている。このように考えてい

くと、明治以来の合併とは異なった中心概念を持つ重層的な圏域が形成されることもある

かもしれない。 

 平成の大合併により中心市となりうるべき市が多数創生している。しかし、どの合併市

も合併の効果を表していくことが目下の問題であり、さらにその周辺にも目を向けてと言

われても、そんな余裕はないということがむしろ普通だろう。また、周辺自治体とは、一

旦合併協議を行いながら、合併に至らなかった自治体であるかもしれない。定住自立圏と

は議会や行政という自治の組織はそのままとして、人口減少・少子高齢化社会への社会的

インフラの再編成を超長期的な視点で考えるきっかけとすべきものかもしれない。このこ

とを考えるためには、単に自立のための政策ということではなく、福祉、土木、教育、医

療、交通といった各個別の分野ごとに、複数の行政庁以外にもさまざまな担い手がおり、

それぞれ異なった自立圏が存在していることを前提にしなければならない。総体的な人の

動きや結びつきを中心に考えた合併とは別な次元に自立圏はある。その自立圏を定住にど

う結びつけるかが、これからの自治体の戦略的政策である。 

 昨年末から「中心市への交付税措置4,000万円」ばかりが話題となったが、どの自治体

でもさまざまな施設をフルセットで持つ、という時代ではない。そうであればまず、維持

が可能な範囲で共同し、質や量を最大限に向上させる方法を取るべきである。つまり自治

体間の水平的補完 ― 施設やサービスの共有と費用負担のあり方こそが、いま考えられな

ければならないのである。 

（たぐち かずひろ (財)地方自治総合研究所研究員） 
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